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■ 主たる 提　供 特許等の名称 ：コミュニケーション誘発システム
　　特 許　　　 登  録  番  号 ：

出  願  番  号 ：特願２００６－３００４０３ 出 願 日：平成１８年１１月６日
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〒６１９－０２８８　京都「けいはんな学研都市」光台二丁目２番地２
℡　　０７７４－９５－２５２１ E-mail ； patent@atr.jp

適用分野
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コミュニケーションの誘発（引き出し）

コミュニケーションの誘発（引き出し）、認知症患者の治療

認知症患者の機能回復を図るためにコミュニケーションを誘発する（引き出す）。

本発明によれば、ユーザ（認知症患者）と擬人的媒体（ぬいぐるみ）とのコミュニケー
ションを引き出す（誘発する）ことができるので、認知症患者の治療を効果的に効率
よく行うことができる。

ユーザ（認知症患者）１２の視野範囲に擬人的媒体（ぬいぐるみ）１４を置いておき、
ユーザ１２の視線を検出する装置１６、１８でユーザ１２の視線がぬいぐるみ１４Ｂに
向いたことを検出したらその視線が向いたぬいぐるみ１４Ｂを動かすなどの動作を
行って、ユーザ１２とぬいぐるみ１４Ｂとのコミュニケーションを引き出す（誘発する）。


